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【短報】対馬におけるコガシラミズムシ科4種の記
録

従来，長崎県対馬のコガシラミズムシ科は，コガ
シラミズムシ Peltodytes intermedius (Sharp, 1873) の
みの生息が確認されていた (Vondel, 1992)．筆者ら
は初記録と思われる 3 種を含むコガシラミズムシ科
4 種を対馬において採集しているので報告する．

1. コガシラミズムシPeltodytes intermedius (Sharp, 
1873)

2 頭 , 対馬市美津島町鶏知 , 11. IX. 2005, 緒方健
採集・保管 ; 20 頭 , 対馬市美津島町浅茅山 , 6. VIII. 
1994, 吉富博之採集，愛媛大学ミュージアム保管．

2. シナコガシラミズムシPeltodytes sinensis (Hope, 
1845)

2♂1♀, 対馬市上県町志多留田ノ浜 , 10. IX. 2005, 
上手雄貴採集・保管 ; 5 頭 , 同所 , 緒方健採集・保管．

前種に似るが，頭頂に 1 対の暗色紋をそなえるこ
と，後基節板後縁の突出が弱いこと，雄交尾器の形
態などにより比較的容易に区別することができる．

3. チビコガシラミズムシHaliplus (Haliplus)simplex 
Clark, 1863

1♂, 対馬市上県町志多留田ノ浜 , 10. IX. 2005, 上

手雄貴採集・保管 ; 2 頭 , 同所 , 緒方健採集・保管．
日本からは H. minutus Takizawa, 1931 として記録

されていたが，Vondel et al. (2006) によって本種の
シノニムとされた．和名に関しては，複雑な経緯
があり，Takizawa (1931) は H. minutus を大陸の H. 
simplex とは区別して記載した上で，H. minutus を
チビコガシラミズムシ，H. simplex をチョウセンコ
ガシラミズムシとしている．中根 (1985, 1987) は，H. 
japonicus Sharp, 1873 にチビコガシラミズムシをあ
て，H. minutus に対しては，エゾチビコガシラミズ
ムシという和名を提唱している．また，佐藤 (1984) 
および佐藤・吉富 （2005） は，H. minutus をチビコ
ガシラミズムシ，H. japonicus をクビボソコガシラ
ミズムシとしている．ここでは，佐藤・吉富 （2005） 
に従い H. simplex に対しチビコガシラミズムシの和
名で記録する．日本産の同属他種とは，より小型 

（2.5–2.7mm） で上翅の肩部が側方へ張り出すこと，
また雄交尾器の形態などにより区別することがで
きる．

4. クロホシコガシラミズムシHaliplus (Liaphlus) 
basinotatus Zimmermann, 1924

5 頭 , 対馬市美津島町浅茅山 , 6. VIII. 1994, 吉富
博之採集，愛媛大学ミュージアム保管．

図1–4. 対馬産コガシラミズムシ科. 1, コガシラミズムシ; 2, シナコガシラミズムシ; 3, チビコガシラミズムシ; 4, クロホ
シコガシラミズムシ.
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今回，対馬から 4 種のコガシラミズムシ科を記
録した．日本での従来の分布域を見ると，コガシ
ラミズムシは，北海道，本州，四国，九州におい
て現在でも比較的見ることができる．シナコガシ
ラミズムシは，トカラ中ノ島以南の琉球列島での
生息が確認されている．チビコガシラミズムシは，
北海道および本州から確認されているが，本州で
はかなり稀な種のようで，最近の採集例は見当た
らない．クロホシコガシラミズムシは本州，四国，
九州において確認されているが，比較的稀な種で
ある．このように，日本ではあまり分布域が重な
らない 4 種が対馬において確認できたことは，大
変興味深い．世界的な分布を見てみると，4 種とも
にユーラシア大陸に広く分布しており，朝鮮半島
からも記録されている (Vondel, 2005)．対馬と大陸
との関連性を裏付ける証拠のひとつとして重要で
はないかと考えている．

末筆ながら，本稿をご校閲いただき，対馬のコ
ガシラミズムシ科に関するご助言をいただいた福
岡県保健環境研究所の中島淳博士および対馬のコ
ガシラミズムシ科の記録に関してご教示いただい
た E- アシストの今坂正一氏に厚く御礼申し上げる．
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新北区起源でヨーロッパでも分布を拡大して
いる，ナス科植物の重要害虫であるタバコノミ
ハムシ Epitrix hirtipennis (Melsheimer) が日本初
記録として関東地方の１都 6 県で確認された報
告である．今回は 2011 年の分布状況を報告し
ており，関東平野のもっぱら小規模の家庭菜園
で確認され，ジャガイモ，ナス，ホオズキ，ワ
ルナスビ，およびトマトから得られているとい
う．すでに広域に広がっているようで，さらな
る分布拡大の動向に注目する必要がありそうな
ので，ここに紹介する．

本 種 は 一 見 す る と テ ン サ イ ノ ミ ハ ム シ
Chaetocnema picipes Stephens に似るが，赤褐色
の色彩と上翅の密な短刺毛によって容易に区別
できるという．

（愛媛大学ミュージアム　吉富博之）


